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四国電力グループの概要 3

四国電力株式会社

本店 香川県高松市

設立年月日 1951年５月１日

資本金 1,455億円

事業年度 毎年4月1日から翌年3月31日まで

※2025年3月31日現在

上場取引所 東証プライム（9507）

株主数 76,066名

従業員数 2,121名（連結 7,962名）

グループ会社数

連結子会社 ：12社

非連結子会社 ：21社

関連会社      ：26社
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GRP(GDP)あたり
 CO2排出量 

[2022年度推計値]

安定した
電源構成に
支えられた、
高い供給力

主要な事業エリアである四国の特性 4

四国4県：高い日照時間

科学・医薬品産業関
連の工場地帯

高知県：
水力発電の宝庫

四国の産業・特性と当社の強み・ポテンシャル

脱炭素
ｿﾘｭｰｼｮﾝ事業

今治市：日本有
数の造船業地帯

Our Strength

Our 

Potential

四国中央市：製紙パ
ルプ工場立ち並ぶ
「紙のまち」

新居浜市：非鉄金属
精錬関連の工場多数

2.12*3

[t-CO2/百万円]

2.06*2

[t-CO2/百万円]

四国

全国

2023年度 年間日照時間*5

：4県とも全国平均以上

1,800 2,000 2,200 2,400

徳島県

香川県

愛媛県

高知県

4県平均

全国平均

*1…「令和７年都道府県地価調査関係データ」（国土交通省）を基に四国電力㈱で作成
*2…「2022年度（令和４年度）温室効果ガス排出・吸収量について」（環境省）を基に四国電力㈱で作成
*3…部門別CO2排出量の現況推計の4県合計（「部門別CO2排出量の現況推計」（環境省）を基に四国電力㈱で算定）÷ 実質GRPの4県合計（「県民経済計算（平成23年度 - 令和４年度）（2008SNA、平成27年基準計数）＜47都道府県、６政令指定都市分＞」（内閣府）を基に
四国電力㈱で算定）
*4…令和4年7月27日「四国経済の現状について」（四国財務局）を基に四国電力㈱で作成
*5…e政府統計の総合窓口(e-Stat)「社会・人口統計体系 都道府県データ 基礎データ」の2023年度「日照時間（年間）」を基に四国電力㈱で作成

73,225 

17,825 

240,394 

42,772 

商業地 工業地

四国4県平均

全国平均
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非鉄金属 パルプ・紙 輸送用機械

一般機械 電気機械化学 その他
そ
の
他

そ
の
他

食料品

全国

四国

四国の産業構造*4

基礎素材型 加工組立型 生活関連型

2025年 地価平均価格*1
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四国電力グループのあゆみ 5

創業以来、エネルギー事業者として、電力供給を主たる事業としながら、時代と共に移り変わる社会的課題の
解決やお客さまニーズの掘り起こしを進め、事業を拡大してきました。

2010年 坂出発電所１号機をLNG火力にリプレース

1951年1951年 四国電力株式会社創立

電気事業以外の取り組み（情報通信･エネルギー・国際）電気事業の取り組み

2010年 松山太陽光発電所の増設 2010年

2020年2020年 送配電部門を分社化

1964年 小型電気温水器の開発・販売の開始

2004年 個人向け光通信サービス事業開始

2008年 海外IPP事業開始

2013年 データセンター事業開始

2022年 四国初の10Gbs光通信サービス提供開始

2025年

2005年 西条発電所で木質バイオマスの混焼開始

2025年 松山蓄電所の運転開始

高度経済成長

オイルショック

電力小売自由化開始

東日本大震災

パリ協定

2011年度

56億円

電気事業以外の
営業利益

2024年度

246億円

1997年 地域熱供給事業の開始

原子力発電所の再稼働

カーボンニュートラルの推進

電力需給逼迫

化石燃料高騰

1965年 西条発電所(石油)運転開始

1977年 伊方発電所1号機(原子力)運転開始

1994年 伊方発電所3号機(原子力)運転開始

2000年 橘湾発電所(石炭)運転開始
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四国電力グループの事業 6

発電事業
コア

送配電事業
コア

情報通信事業
コア・拡張

電力小売事業
コア

建設・エンジニアリング事業
コア

国際事業
拡張

脱炭素電力供給事業・エネルギーソリューション事業 挑戦
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数字で見る四国電力グループ 7

8,513 億円

連結売上高

7,962 名

グループ従業員数

40 社超

グループ会社数

3,405 km

送電線こう長

240 箇所

変電所数

46,446 km

配電線こう長

13.8 分

1需要家あたり
年間停電時間

9,160 基

送電鉄塔数

2,327 万kVA

変電所合計規模

534 万kW

発電設備

58 箇所 115 万kW

水力発電所
4 箇所 328 万kW

火力発電所

1 箇所 89 万kW

原子力発電所

356 億kWh

総販売電力量

249 万口

小売契約口数

227 億kWh

小売販売量

128 億kWh

卸販売量

916 億円

連結経常利益

7,563 億円

うち電気事業備

674 億円

うち電気事業備

※一過性の上振れ要因含む

送配電

2,004 名情報通信

848 名

エネルギー

280 名

建設・ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

1,383 名

その他

1,369 名
発電・販売

  2,078 名

202 万kW

海外発電持分容量

※運開前の案件を含む

38.3 万件

ピカラ光ねっと契約数

※STNet㈱のFTTHサービス

2,300 社

資材調達取引先

※四国電力と四国電力送配電の2社合計値

※いずれも2024年度の値

7,962 名 3.7 万人

四国地域の個人株主数

※四国の20歳以上の約80人に1人が株主

送配電

261 億円

情報通信

106 億円

その他

140 億円 発電・販売

  413 億円

916 億円
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四国電力グループの事業エリア展開 8

地域
四国電力の自社電源は、環境性に優れた原子力・再エネが４割を占めています。

また、四国地域の顧客基盤や信頼・ブランド力を活用し、多様な事業展開を行っています。

四国地域を事業基盤としつつ、電気事業を中心に培ってきたグループの技術・人材面の強みを活用して、

日本国内や世界でも事業活動を行っています。

電気事業設備

自社発電

17,371

他社受電

19,968

発受電電力量

火力

原子力

再生可能エネルギー

再生可能エネルギー

その他（他社受電・卸取引所等）

2024年度

37,338
（百万kWh）

電灯 

7,728

電力

14,993

小売販売 

22,720

卸販売 

12,889

総販売電力量

2024年度

35,609
（百万kWh）

西条発電所
（石炭・木質バイオマス）

伊方発電所
（原子力）

本川発電所
（揚水）

橘湾発電所
（石炭）

阿南発電所
（石油）

坂出発電所
（LNG・石油等）

西条発電所

伊方発電所

お客さま意識調査 四国在住者で四国電力に
好感を持っている人の割合 約６割

※実施時期:2025年９月
対象:四国在住の18~79歳の男女2000名
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四国電力グループの事業エリア展開 9

日本
電力小売販売においては、首都圏等の他エリアでも新規獲得に取り組んでいます。

グループ企業では、全国で再エネ電源の開発や運用・保守を実施しています。
また、四国地域に留まらず、首都圏や関西圏などでも建設工事や電気工事などを受注しています。

四国外における再エネ開発・投資案件

阿賀野メガソーラー

夢前夢ふる里太陽光発電所

ペロブスカイト太陽電池の設置

福島平田村バイオマスパワー

大神太陽光

備前雲の上太陽光発電所
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四国電力グループの事業エリア展開 10

カタール
ラスラファンＣ (ガス)

カタール
ファシリティE (ガス) 【建設準備中】

サウジアラビア
リヤドPP１１ (ガス)

アラブ首長国連邦
ハムリヤ (ガス)

オマーン
バルカ3/ソハール2 (ガス)

ミャンマー
アーロン (ガス)

ベトナム
ブンアン２ (石炭)【建設中】

ベトナム
フーイエン (太陽光)

インドネシア
HGI再エネ事業者(水力、バイオガス 他)

米国
エルセントロ (太陽光)

米国
サウス・フィールド・エナジー  (ガス)

チリ
ウアタコンド (太陽光)

ウズベキスタン
サマルカンド/クングラッド (太陽光・風力)
【建設準備中】

参画中の海外発電事業（10か国・15案件）

※独立系発電事業者世界
中東、アジア、北米などで、火力や再エネのIPP※案件の開発を積極的に進めています。

202 万kW海外発電持分容量 ※運開前の案件を含む
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四国電力グループの強み 11

ピカラ光ねっと契約数の推移

情報通信/建設・エンジ
/エネルギー

財務面

✓ 競争力とバランスに優れた
電源構成

・小売販売に加えて、卸販売にも
強みあり

✓ 四国地域での強固な信頼・
ブランド力

✓ 情報通信事業の十分な実績

・光通信サービス「ピカラ」
・大型データセンター「パワリコ」

✓ 電気事業で培ったノウハウ等
を活かした幅広い事業展開

・四国域内外における発電プラント
や再エネ設備の設計・施工実績

✓ 安定した自己資本比率

✓ 金利上昇リスク耐性

電気事業

四国地域の安定した電力供給を事業基盤としつつ、幅広い事業展開をしているところが当社の強みです。

総資産／自己資本比率
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2. よんでんグループ中期経営計画2030        

1. 四国電力グループの概要

3. 株主還元・株価の状況 
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よんでんグループビジョンの再定義

エネルギーとデジタルで未来を創造

地域と共に
地域の発展と、快適・安全・安心な暮らしに貢献します

存在意義

目指す姿 ※デジタルの言葉には、「データ流通量の増加を捉えた情報通信事業におけるビジネスの拡大」、「電力と情報通信インフ
ラの連携強化による事業機会の創出」や「デジタルトランスフォーメーションによるビジネス変革」に取り組んでいくという思
思いを込めています。

13
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中期経営計画2030における事業展開 14

社会・顧客
価値

株主価値

従業員
価値

グループコア事業

データセンター・クラウド

国際事業

脱炭素電力供給

エネルギーソリューション

コア事業拡張 挑戦

持続性・収益性の向上コア事業領域から拡張 新技術・新領域

着実な新陳代謝・レジリエンス向上コア事業との強みの
重ね合わせによる領域拡張

エネルギー事業との掛け合わせ
による価値創出

脱炭素化 ×デジタル化

脱炭素化とデジタル化の進展により生じる収益機会を

コア事業の強みに掛け合わせ

事業領域の拡張・価値創出を目指します

グループの持続的な成長によって、株主価値、社会･顧客価値、従業員価値の向上を実現します
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中期経営計画2025の振り返り① 15

1,100億円 950億円25% 26%

(9%)(8%)

資本コストを上回る利益を継
続的に獲得

ROA（ROE） 経常利益

成長投資・資本政策の
原資を着実に獲得

営業キャッシュ・フロー

財務健全性の確保と
資本コスト率の低減の両立

自己資本比率

■ 2025年度目標 ■ 2025年度見通し

連結経常利益
400億円以上

70億円

80億円

40億円 連結経常利益
530億円

55億円

100億円

40億円

50%
程度

335億円

グループ全体の目標利益水準に対し、電気事業で1/2、電気事業以外の事業で1/2の獲得

経営目標の達成状況

経営規模の維持・拡大

3%
3.4% 400億円

530億円

セグメント別利益目標

Target

2025年度目標 2025年度見通し

■ 電気事業   ■ 情報通信事業   ■ 国際事業   ■ その他事業

15 15 20

15 15

20

0

10

20

30

40

50

2021 2022 2023 2024 2025

(円)

株主への還元

1株当たり配当額50円の早期実現Target

25

25

■ 期末配当

■ 中間配当

(年度)

予定
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中期経営計画2025の振り返り② 16

非財務指標の進捗状況

小売販売電力量目標

再生可能エネルギー 開発目標伊方3号機 設備利用率目標

80％

2025年度（見通し）

74万kW
50万kW

2030年度（目標）

221億kWh220億kWh 302億kWh300億kWh

安全・安定運転の継続により、
最大限の活用を図る。

国内外での積極的な展開により、
2030年度目標を前倒しで達成。

域内外での販売活動により、
2025年度目標を達成できる見通し。

小売販売に加え、卸販売を組み合わせることで、
2025年度は、目標の300億kWhを達成できる見通し。

■ 目標 ■ 実績・見通し

2024年度末（実績）2030年度（目標）

2025年度（見通し）2030年度（目標）2025年度（見通し）2025年度（目標）

総販売電力量目標※ ※ 域内外小売販売電力量＋卸販売電力量
   （送配電事業分除き）

国内トップ
水準
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経営目標

維持更新投資

既存収益基盤の
競争力維持・

向上

営業
キャッシュ・フロー

コア事業を
中心に

しっかりと稼ぐ

資本政策

株主還元

外部資金等

適正活用による
資本コスト低減

最適資本構成
の構築

株主還元

• DOE2.5%を目安
に、安定的な
配当の実現

• 戦略的に自社株
買いを実施

利益の拡大

経常利益

650億円 以上 事業戦略投資

火力トランジション
拡張・挑戦領域

創出

営業キャッシュ・フロー
5,500億円 以上

（5ヶ年累計）
持

続

的

な

成

長

経営目標（2030年度※1）

キャッシュ創出

キャッシュ配分

キャッシュ・フローの創出／配分

配分

収益性・資本効率性の向上

ROE

8％ 以上

ROIC※2

3.5％ 以上

• 自己資本比率
最低限25％確保

• その上で、30％
程度に向けて
段階的に積み増し

※1 ROE及び株主還元に関する目標については、中期経営計画の対象期間を通じた継続的な達成を目指す。
※2 ROICは「（経常利益＋支払利息）×（1－実効税率） ÷ 投下資本［期首・期末平均］」にて算定。

17
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セグメント別利益目標

2025年度 連結経常利益（見通し）
530億円

2030年度 連結経常利益（目標）
650億円 以上

電 気
335億円

国際 40億円

情報通信
100億円

製造・商事 他 25億円

電 気
370億円

発販 300億円
送配電 70億円

国際 80億円

情報通信
120億円

製造・商事 他 30億円

建設・エンジ 他 
30億円

エ
ネ
ル
ギ
ー

情
報
通
信 

他

連結 ROIC 3.5% 以上

（発 電）
競争力の継続的な確保とともに、
低・脱炭素ニーズに向けた新たな取り組み

（電力小売）
販売規模の拡大と収益性の向上

（送配電）
安全と安定供給の徹底、事業計画の着実な実施
送配電ネットワークの次世代化

（脱炭素・エネソル）
開発・販売両面からの取り組み強化
新サービスの開発・推進

建設・エンジ 他
50億円

顧客基盤の拡大
拡張領域・新規事業分野への取り組み

事業基盤の整備と受注拡大
収益性向上と新規分野への取り組み

ROIC
8%

ROIC
7%

ROIC
3%

連結 ROIC 3.2%

ROIC
8%

ROIC
5%

ROIC
2.5%

18
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3. 株主還元・株価の状況

1. 四国電力グループの概要

2. よんでんグループ中期経営計画2030         
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株主還元目標

還元目標（中期経営計画2030）

株主還元のイメージ

50円
配当

中期経営計画2030
目標

2025年度
予定

配当に加え、消却を前提とした自社株買いによる株主還元を目指してまいります。

 ・ 配当については、自己資本配当率（DOE）2.5％を目安に、安定的な配当を目指してまいります。

 ・ 自社株買いについては、財務状況、市場環境等を踏まえ、戦略的に実施してまいります。

DOE2.5%を目安に、
安定的な配当

＋
自社株買い

還元方針

当社は、安定的な配当の実施を株主還元の基本とし、業績水準や財務状況、中長期的な
事業環境などを総合的に勘案して判断してまいります。

20
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PBR向上に向けた考え方

Ｅ
Ｓ
Ｇ
戦
略

事
業
戦
略

持続的成長

株主資本コストの
抑制

重点領域の選定と収益力向上に向けたリソース配分に
より、事業ポートフォリオを最適化

経
営
資
源
の
最
適
配
分

／
財
務
戦
略

Ｐ

Ｂ

Ｒ

の

向

上

収益性の向上

ROE 8%以上

利益の拡大

最適資本構成の構築

将来に向けた収益機会の拡大

経営基盤の強化

サステナビリティを高める事業経営
（事業リスクの低減）

株主・投資家の皆さまとの
対話活動の充実

自己資本比率 最低限 25%確保

コア事業における収益性向上と販売規
模拡大の両立

拡張領域における成長の加速

挑戦領域における新たな成長の柱の育
成

人材戦略の推進

カーボンニュートラルに向けた
取り組み

継続的なガバナンス向上

経常利益 650億円以上

ROICを活用した経営マネジメント

必要資産とリスク量の見極めと
格付の維持による資金調達コスト抑制

安定的な配当の実施を基本とする
株主還元方針

DOE 2.5%を目安に安定配当を実現
戦略的な自社株買いの実施

ROIC 3.5%以上

21
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【参考】2050年カーボンニュートラルへの挑戦 22

エネルギー供給を支える責任ある事業者として、電源の低炭素化・脱炭素化に取り組むとともに、電化などによる電気エネルギー
の活用拡大を図ることにより、2050年のカーボンニュートラル実現に貢献してまいります。

電源の低・
脱炭素化

・伊方発電所３号機の安全・安定運転の継続
・再エネ新規電源開発を国内外において

+120万kw（2035年）、+200万kw（2050年）
・水素レディで高効率なLNG火力の建設
・アンモニア燃料の導入検討

電気エネル
ギーのさら
なる活用

・電化推進、新サービスの提供（蓄電池・EVリース
の拡大等）

・脱炭素電力の販売
・省エネや低・脱炭素化に関する包括的サービスの
提供

具体的な取り組み事項



All Rights Reserved © 2026 YONDEN Shikoku Electric Power Co., Inc. 

357

6.0

▲60.0

▲55.0

▲50.0

▲45.0

▲40.0

▲35.0

▲30.0

▲25.0

▲20.0

▲15.0

▲10.0

▲5.0

-

5.0

10.0

15.0

20.0

▲150

-

150

300

450

600

750

900

1050

1200

1350

1500

2009 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

経常利益（左軸） ROE（右軸） ROIC（右軸）

収益性指標の推移（ROE・ROIC）

電力小売の全面自由化 燃料価格高騰

東日本大震災後の安全対策等で停止
仮処分
で停止

稼働 稼働 稼働
仮処分、特重
工事で停止

稼働
伊方3号機(原子力)

の状況

（億円）

5.0

0.0

▲5.0

（見通し）

▲225▲503

9

3.2

新中計2030 経営目標

ROE 8%

新中計2030 経営目標

経常利益650億円

新中計2030 経営目標

ROIC 3.5%

0

（%）
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50

60

0 0

20

30

0

30

40

50

1.9 2.7 

1.4 

2.4 

3.8 

2.5 

3.5 
3.6 

2.9 

3.5 

2.0 1.9 1.9 
2.1 

2.3 

-3.0

-2.0

-1.0

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

-10

10

30

50

70

90

110

130

2009 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

年間配当（円/株） 配当利回り（％） DOE（％）

株主還元の推移（年間配当・DOE・配当利回り）

年間配当（円/株） 50 60 60 0 0 20 20 20 30 30 30 30 30 0 30 40 50

自己資本（億円） 3,601 3,511 3,265 2,849 2,871 3,006 2,859 3,036 3,122 3,192 3,245 3,256 3,128 2,957 3,604 4,380 4,569

（円）

（見通し）

※DOE（自己資本配当率）は、配当総額÷期中平均自己資本にて算定。ただし、2025年度については業績予想値に基づく見通しベースで算定。

新中計2030 経営目標

DOE 2.5%を目安に
安定的な配当

0  

（%）
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1.59

0.83

26.6
22.2

13.2

9.7

3.5

7.0

0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

1.4

1.6

1.8

2009 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

PBR（左軸） PER（右軸）

株価指標の推移（PBR・PER）

※PBR、PERは各年度末株価で算定。ただし、2025年度については2025年10月31日の終値と業績予想値を用いて算定。
なお、純損失の年度はPERの算定が不能。

連結経常利益 (億円) 357 479 ▲18 ▲503 ▲17 245 219 159 280 251 279 51 ▲121 ▲225 800 916 530

年間配当 (円/株) 50 60 60 － － 20 20 20 30 30 30 30 30 － 30 40 50

PBR1倍、PER15倍

0.54 0.6

（業績予想）

PBR・PERの
向上を目指す

59.0

（20年度末実績）

（倍）（倍）

0.54
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A社

B社

C社
D社

E社
F社

G社

H社

0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

10.00

12.00

0.0% 1.0% 2.0% 3.0% 4.0%

配当利回り vs PER（2025年度予想）*1

四国電力

当社と電力各社の株価指標等の比較 26

✓ 相対的に高い配当利回り
✓ 予想PERは中位に留まる

配当利回り

P
E
R

…四国電力
…同業他社

A社

B社

C社

D社
E社

F社

G社

H社

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

自己資本比率とROE（2024年度）*2

…四国電力
…同業他社 自己資本比率

R
O

E

✓ 財務健全性と収益性の高さを両立

今後のPER/

利回り向上の
ポテンシャル

*1…配当利回りは会社発表の業績予想における予想1株当たり配当額（2025年度）÷株価（2025/12/30の終値）で算定。PERは株価（2025/12/30の終値）÷会社発表の業績予想における予想１株当たり当期純利益（2025年度）で算定。なお、業績予想未公表の会社につ
いては対象から除外している。

*2…ROE、自己資本比率ともに2024年度の値。なお、業績予想未公表の会社については対象から除外している。

電力セクターのなかでは、比較的安定した財務基盤と収益性を両立しており、配当利回りも高水準となっています。

四国電力
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ご参考資料へのリンク一覧 27

■よんでんグループ統合報告書
年1回、当社グループの価値創造についてまとめた統合報告書を発行しております。

https://www.yonden.co.jp/corporate/ir/library/annualreport.html

■四国電力ホームページ IR・投資家向け情報
IR・株式に関する各種情報を掲載しております。

https://www.yonden.co.jp/corporate/ir/

■四国電力HP IR配信メール登録
ご登録いただいたメールアドレス宛に、適時開示情報等をお知らせいたします。

https://www.yonden.co.jp/corporate/ir/mail.html

https://www.yonden.co.jp/corporate/ir/library/annualreport.html
https://www.yonden.co.jp/corporate/ir/
https://www.yonden.co.jp/corporate/ir/mail.html
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ご清聴ありがとうございました。
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